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書

評

山
我
哲
雄
訳

　
　
『
旧
約
聖
書
　
民
数
記
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
岩
波
書
店

二
〇
〇
一
年
）

桑
　
原
　
俊
　
一

　
本
書
は
正
式
に
は
『
旧
約
聖
書
　
狙
　
民
謡
記
申
命
記
吐
で
、

1
6
約
聖
書
翻
訳
委
員
会
訳
に
よ
る
『
聖
書
』
翻
訳
で
あ
る
。
山
我

哲
雄
氏
（
以
下
山
我
氏
と
い
う
）
は
民
数
記
を
担
当
さ
れ
て
い
る
。

従
っ
て
、
こ
こ
で
は
山
我
氏
分
損
部
分
の
書
評
を
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
に
す
る
。

　
い
わ
ゆ
る
文
字
の
神
聖
視
観
は
多
く
の
宗
教
文
書
に
看
取
で
き

る
現
象
で
あ
る
。
キ
リ
ス
ト
教
の
母
体
と
な
っ
た
ユ
ダ
ヤ
教
に
も

聖
典
の
神
聖
視
は
貫
か
れ
て
い
る
も
の
の
、
ヘ
ブ
ラ
イ
語
を
最
も

重
要
な
言
語
と
し
て
位
置
づ
け
て
き
た
こ
と
は
変
わ
ら
な
か
っ
た
。

キ
リ
ス
ト
教
の
場
合
、
原
典
『
聖
書
』
か
ら
他
言
語
へ
の
翻
訳
は

民
族
宗
教
か
ら
世
界
宗
教
へ
飛
翔
す
る
過
程
で
必
然
的
で
あ
っ
た

と
い
え
る
。
今
日
、
世
界
で
最
も
多
く
の
言
語
に
翻
訳
さ
れ
た
書

物
と
い
え
ば
、
『
聖
書
』
で
あ
る
こ
と
も
頷
け
よ
う
。

　
日
本
で
現
存
す
る
最
古
の
日
本
語
聖
書
と
し
て
有
名
な
ギ
ュ
ツ

ラ
フ
訳
の
「
ヨ
ハ
ネ
伝
」
「
ヨ
ハ
ネ
書
簡
」
（
一
八
三
七
年
）
に
始

ま
り
、
近
年
の
カ
ト
リ
ッ
ク
と
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
と
の
「
薪
共
同

訳
聖
書
」
（
　
九
八
七
年
）
に
至
る
ま
で
既
に
ほ
ぼ
一
五
〇
年
の

翻
訳
史
が
あ
る
。

　
序
文
が
少
々
長
く
な
っ
た
が
、
日
本
に
お
い
て
、
ま
た
聖
書
翻

訳
の
歴
史
に
ま
た
新
た
な
一
頁
が
加
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

岩
波
書
店
か
ら
出
版
さ
れ
た
新
・
旧
約
聖
書
翻
訳
委
員
会
訳
（
以

降
旧
約
聖
書
翻
訳
委
員
会
訳
に
限
る
）
に
よ
る
聖
書
で
あ
る
。
旧

約
聖
書
翻
訳
委
員
会
訳
と
あ
る
が
、
個
人
訳
と
い
っ
て
よ
い
。
岩

波
版
旧
約
聖
書
翻
訳
委
員
会
は
は
し
が
き
（
頭
一
…
粗
頁
）
で
そ
の

狙
い
と
特
徴
を
挙
げ
て
い
る
。
「
照
約
聖
書
を
こ
れ
ま
で
以
上
に

身
近
な
も
の
と
し
、
そ
の
世
界
と
の
舛
話
を
い
っ
そ
う
深
め
る
た

め
の
土
台
を
提
供
す
る
こ
と
を
主
な
狙
い
と
し
て
い
る
。
」
「
（
1
）

ヘ
ブ
ラ
イ
語
原
典
に
従
っ
た
範
囲
お
よ
び
配
列
。
…
。
（
2
）
内

容
理
解
へ
の
補
助
手
段
。
…
本
文
だ
け
で
は
理
解
が
届
か
な
い
と

思
わ
れ
る
歴
史
的
事
情
や
事
実
関
係
に
つ
い
て
、
ま
た
固
有
の
用
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語
や
言
い
回
し
に
つ
い
て
、
脚
注
や
巻
宋
の
補
注
で
必
要
な
解
説

を
行
う
。
さ
ら
に
写
真
、
図
版
、
地
図
な
ど
、
視
覚
的
な
も
の
も

で
き
る
だ
け
取
り
込
ん
で
イ
メ
ー
ジ
の
面
か
ら
の
補
い
と
し
た
。

（
3
）
訳
者
名
の
明
示
。
…
。
（
4
）
…
学
問
的
な
精
確
さ
…
な
ど

が
特
徴
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
本
シ
リ
ー
ズ
の
翻
訳
の
意
図

は
き
わ
め
て
今
日
的
課
題
、
つ
ま
り
わ
た
し
た
ち
は
世
界
の
異
な

る
民
族
・
宗
教
・
文
化
を
相
互
に
理
解
し
、
持
続
的
対
話
へ
の
可

能
性
を
探
る
必
要
性
が
急
務
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
、
こ
れ
に
果

敢
に
応
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
民
数
記
は
由
仁
氏
に
よ
る
翻
訳
で
、
二
〇
〇
一
年
一
〇
月
の
出

版
で
あ
る
。
す
で
に
氏
は
本
シ
リ
ー
ズ
の
レ
ビ
記
を
二
〇
〇
〇
年

四
月
に
訳
出
出
版
さ
れ
て
い
る
。
本
書
の
構
成
は
本
シ
リ
…
ズ
の

『
聖
書
』
翻
訳
の
性
質
上
、
訳
文
と
そ
れ
を
補
足
す
る
脚
注
部
分

が
主
要
な
も
の
と
な
る
。
そ
れ
に
引
き
続
い
て
学
問
的
か
つ
洞
察

力
に
満
ち
た
解
説
が
施
さ
れ
る
。
末
巻
の
見
出
し
臼
次
や
用
語
説

明
も
大
い
に
役
立
つ
。

　
訳
文
に
は
伝
統
的
章
節
区
分
に
よ
ら
ず
内
容
の
単
元
ご
と
に
随

時
適
切
な
見
出
し
が
付
さ
れ
る
。
翻
訳
の
底
本
と
し
て
は
マ
ソ
ラ

本
文
に
基
づ
き
、
ヘ
ブ
ラ
イ
語
聖
書
校
訂
版
『
ビ
ブ
リ
ア
・
ヘ
ブ

ラ
イ
カ
・
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
テ
ン
シ
ア
隔
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

翻
訳
は
縦
書
き
、
日
本
語
聖
書
訳
の
慣
行
に
な
ら
い
初
出
の
漢
字

は
ル
ビ
が
ふ
ら
れ
る
。
本
シ
リ
ー
ズ
の
顕
著
な
翠
微
は
各
頁
の
ほ

ぼ
三
分
の
一
が
訳
文
の
用
語
に
関
す
る
脚
注
に
費
や
さ
れ
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。
欧
米
で
は
脚
注
付
聖
書
、
典
型
的
な
も
の
に
、

謬
。
　
Z
o
≦
　
O
×
8
a
　
＞
§
o
§
a
　
じ
d
葦
。
　
乱
轡
び
　
〉
や
o
o
蔓
嘗
ρ

楚
。
＜
認
α
。
。
欝
巳
震
匹
く
駿
ω
δ
瓢
（
Z
蒼
く
。
構
ズ
し
⑩
認
）
等
が
あ
る
が
、

日
本
語
訳
で
は
関
根
正
雄
訳
（
文
末
脚
注
で
あ
る
が
）
を
除
け
ば
、

本
格
的
な
脚
注
付
聖
書
は
本
シ
リ
；
ズ
が
初
め
て
で
あ
ろ
う
。

　
翻
訳
は
内
容
の
把
握
が
得
や
す
い
よ
う
に
見
出
し
が
付
け
ら
れ

る
。
内
容
構
成
（
二
頁
）
と
見
出
し
隠
次
（
五
一
三
一
五
～
八
頁
）

を
参
照
す
る
だ
け
で
全
体
の
溝
成
と
内
容
理
解
の
助
け
に
な
ろ
う
。

も
ち
ろ
ん
見
出
し
は
章
節
と
必
ず
し
も
対
下
す
る
も
の
で
は
な
く

文
学
巣
兀
と
符
合
す
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

　
脚
注
に
は
今
日
の
文
献
学
的
成
果
に
基
づ
く
精
緻
で
多
様
な
注

が
施
さ
れ
る
。
文
献
学
に
欠
か
せ
な
い
資
料
上
の
分
析
を
は
じ
め
、

原
語
や
原
文
の
意
味
の
明
示
、
修
辞
学
並
び
に
文
法
上
の
問
題
点

の
指
摘
、
七
十
人
訳
や
サ
マ
リ
ア
五
三
な
ど
の
異
読
や
読
み
替
え

等
に
関
す
る
注
、
注
解
書
に
匹
敵
す
る
難
解
な
部
分
に
お
け
る
文

一24一



二
上
の
解
説
な
ど
最
近
の
聖
書
学
に
よ
る
研
究
成
果
が
余
す
と
こ

ろ
な
く
盛
り
込
ま
れ
る
。
随
所
に
写
真
や
地
図
を
有
効
に
用
い
て

原
文
の
理
解
を
視
覚
的
に
た
す
け
る
工
夫
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
の
い
く
つ
か
を
紹
介
し
よ
う
。
は
じ
め
に
資
料
問
題
を
取
り

上
げ
る
。
こ
の
資
料
問
題
に
つ
い
て
は
さ
ら
に
後
述
す
る
こ
と
に

す
る
が
、
具
体
例
を
挙
げ
て
お
こ
う
。
コ
ハ
ラ
な
ど
イ
ス
ラ
エ
ル

の
民
の
モ
ー
セ
と
ア
ロ
ン
に
対
す
る
反
抗
を
語
る
｝
六
章
と
一
七

章
に
お
い
て
、
一
六
章
の
場
合
、
古
典
的
野
資
料
仮
説
で
は
説
明

が
つ
か
ず
、
祭
司
文
書
と
ヤ
ハ
ウ
ィ
ス
ト
資
料
に
文
脈
上
の
調
和

を
も
た
ら
す
た
め
二
次
的
付
加
が
な
さ
れ
、
更
に
別
の
伝
承
も
取

り
こ
ま
れ
た
可
能
性
な
ど
文
献
学
的
構
成
の
複
雑
さ
を
明
か
す

（一

Z
一
頁
注
九
）
。
二
一
章
　
＝
節
か
ら
の
ア
モ
リ
人
の
王
シ
ホ

ン
と
の
戦
い
の
単
元
に
つ
い
て
も
、
最
近
の
資
料
研
究
に
基
づ
く

多
様
性
が
指
摘
さ
れ
る
（
一
三
九
頁
注
九
）
。
ま
た
祭
司
文
書
系

と
非
祭
司
文
書
系
の
混
在
す
る
三
二
章
に
つ
い
て
は
資
料
区
分
の

難
し
さ
を
提
示
し
て
い
る
（
二
〇
六
頁
－
二
〇
七
頁
注
六
）
。

　
資
料
の
混
翫
や
多
様
な
概
念
な
ど
の
た
め
、
こ
と
ば
で
は
文
脈

の
把
握
が
難
し
い
場
合
、
地
図
や
図
解
の
挿
入
は
き
わ
め
て
有
効

で
あ
る
。
今
日
的
意
義
を
持
つ
約
束
の
地
を
め
ぐ
る
地
理
的
な
範

囲
、
つ
ま
り
領
土
問
題
は
資
料
著
者
の
概
念
に
よ
る
が
、
そ
の
歴

史
的
根
拠
を
め
ぐ
り
賛
否
両
論
あ
る
に
せ
よ
、
地
図
を
用
い
て
解

説
し
、
理
解
し
易
い
（
一
四
〇
頁
、
注
二
か
ら
四
等
）
よ
う
に
工

夫
さ
れ
て
い
る
。
エ
ジ
プ
ト
か
ら
か
カ
デ
シ
ュ
ま
で
の
旅
程
に
関

す
る
祭
司
文
書
系
と
非
祭
司
文
書
系
の
相
違
も
細
密
な
出
典
と
見

開
き
地
図
で
説
明
さ
れ
て
い
て
明
快
で
あ
る
（
二
二
〇
…
二
一
ご

頁
）
。
三
五
章
四
－
五
節
の
レ
ビ
人
の
町
と
放
牧
地
の
面
積
や
方

位
に
つ
い
て
多
様
な
議
論
が
図
で
明
示
さ
れ
て
い
て
あ
り
が
た
い

（
；
二
〇
頁
と
；
一
二
頁
）
。

　
聖
書
翻
訳
に
は
一
度
し
か
出
て
こ
な
い
こ
と
ば
や
日
本
語
に
対

応
す
る
適
切
な
訳
語
が
見
出
し
え
な
い
場
合
が
あ
る
。
こ
れ
を
補

う
た
め
、
補
注
で
簡
略
で
要
領
を
得
た
用
語
説
明
が
な
さ
れ
る
。

例
え
ば
山
我
訳
で
は
一
二
章
｝
○
節
等
の
「
ツ
ァ
！
ラ
ア
ト
」
は

あ
え
て
日
本
語
に
訳
さ
ず
、
原
語
の
音
訳
に
と
ど
め
て
い
る
（
既

に
出
エ
ジ
プ
ト
記
や
レ
ビ
記
に
用
例
が
あ
り
、
新
共
同
訳
聖
書
で

は
「
重
い
皮
膚
病
」
と
訳
さ
れ
て
い
る
）
。
日
本
語
に
相
応
す
る

こ
と
ば
が
な
い
以
上
、
誤
解
を
招
き
か
ね
な
い
安
易
な
訳
語
は
避

け
て
然
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
時
間
的
に
も
地
理
的
に
も
隔
て
ら
れ

た
聖
書
の
こ
と
ば
は
異
文
化
の
豪
語
で
も
あ
る
。
翻
訳
上
の
一
つ
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の
選
択
肢
で
あ
る
。

　
本
文
の
翻
訳
と
脚
注
に
続
い
て
、
濃
密
な
学
問
的
解
説
が
施
さ

れ
る
。
民
数
記
の
名
称
や
構
成
の
概
説
に
は
じ
ま
り
、
こ
の
書
に

関
わ
る
考
古
学
的
発
見
に
至
る
解
説
は
も
と
よ
り
、
民
叢
記
の
枠

を
越
え
て
資
料
分
析
に
は
欠
か
せ
な
い
モ
ー
全
払
書
成
立
史
や
申

命
記
史
書
の
問
題
に
ま
で
深
く
立
ち
入
っ
て
い
る
。
山
我
氏
の
学

問
的
精
緻
さ
が
遺
憾
な
く
発
揮
さ
れ
る
の
は
こ
の
文
献
学
的
資
料

の
分
析
で
あ
ろ
う
。
既
に
氏
は
M
・
ノ
ー
ト
の
モ
…
セ
五
書
伝
承

史
、
R
・
レ
ン
ト
ル
フ
の
モ
ー
セ
五
書
伝
承
史
的
問
題
、
さ
ら
に

R
・
N
・
ワ
イ
プ
レ
ー
の
モ
！
セ
誓
書
入
門
を
翻
訳
出
版
し
て
お

り
、
資
料
問
題
に
つ
い
て
最
新
の
文
献
学
的
研
究
の
成
果
を
提
供

し
て
い
る
。

　
資
料
と
編
集
と
い
う
項
（
四
三
一
頁
以
降
〉
で
は
モ
ー
セ
五
書

成
立
史
と
そ
れ
に
関
わ
る
問
題
点
が
き
わ
め
て
要
領
よ
く
ま
と
め

ら
れ
て
い
る
。
ま
ず
一
九
世
紀
末
に
ヴ
ェ
ル
ハ
ウ
ゼ
ン
が
確
立
し
、

今
で
は
「
古
典
的
」
と
呼
ば
れ
る
「
四
資
料
仮
説
」
を
概
説
す
る
。

続
い
て
、
と
り
わ
け
一
九
七
〇
年
代
半
ば
以
降
修
正
を
ほ
ど
こ
し

つ
つ
も
基
本
的
に
は
旧
来
の
「
四
資
料
仮
説
」
に
依
拠
す
る
諸
仮

説
と
根
本
的
批
判
を
掲
げ
る
諸
仮
説
を
紹
介
し
て
い
る
。
さ
ら
に

近
年
盛
ん
な
祭
司
文
書
以
外
の
議
論
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
。
こ
れ

ら
の
諸
説
を
踏
ま
え
た
上
で
民
数
記
の
置
か
れ
て
い
る
資
料
上
の

問
題
が
い
か
に
従
来
の
「
四
資
料
仮
説
」
で
は
分
析
が
困
難
で
あ

る
か
を
指
摘
す
る
。
し
か
し
山
我
氏
は
今
回
の
翻
訳
作
業
を
終
え

て
民
数
記
の
成
立
に
二
系
列
の
文
脈
の
区
別
が
可
能
に
な
っ
た
と

い
う
（
四
一
二
六
頁
以
降
）
。
つ
ま
り
、
本
文
脚
注
で
し
ば
し
ば
言

及
さ
れ
る
祭
司
文
書
系
列
と
非
祭
司
文
書
系
列
の
区
別
で
あ
る
。

罠
数
記
で
は
祭
罰
文
書
系
が
全
体
の
三
分
の
二
以
上
を
占
め
、
こ

れ
と
ほ
ぼ
並
行
す
る
非
祭
司
文
書
系
を
認
め
る
。
さ
ら
に
非
祭
司

文
書
系
と
四
資
料
仮
説
の
関
係
を
論
じ
、
ま
た
そ
の
成
立
年
代
に

つ
い
て
は
祭
司
文
書
よ
り
古
い
段
階
、
つ
ま
り
王
国
時
代
の
初
期

に
ま
で
遡
ら
せ
、
前
八
世
紀
末
頃
に
は
現
在
の
形
に
ま
と
め
ら
れ

た
と
推
定
す
る
。
こ
の
議
論
は
説
得
力
が
あ
り
、
文
献
学
的
に
大

き
な
成
果
で
あ
る
と
い
え
る
。

　
資
料
文
書
と
の
関
連
で
、
祭
司
や
レ
ビ
人
、
荒
野
の
旅
、
さ
ら

に
モ
ー
セ
と
バ
ラ
ム
が
関
わ
る
物
語
の
緻
密
な
分
析
が
続
く
が
、

原
文
が
語
る
直
裁
で
奥
深
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
決
し
て
置
き
去
り
に

し
て
は
い
な
い
。
随
所
に
山
我
氏
は
民
数
記
か
ら
汲
み
だ
さ
れ
る

現
代
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
よ
う
と
努
め
て
い
る
（
四
七
二
頁
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以
降
）
。

　
民
数
記
と
後
続
す
る
申
命
記
並
び
に
ヨ
シ
ュ
ア
記
の
対
応
が
モ
ー

セ
五
書
全
体
の
成
立
の
問
題
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
る
。
こ
の
対
応

か
ら
い
え
る
こ
と
は
、
民
墨
髭
が
実
際
に
ヨ
シ
ュ
ア
記
に
続
い
て

い
た
こ
と
、
さ
ら
に
申
詳
記
が
文
献
学
上
独
立
し
た
文
書
と
し
て

認
め
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
従
っ
て
ヨ
シ
ユ
ア
記
ま
で
を
加
え
て

「
六
書
」
と
す
る
見
解
も
あ
っ
た
。
ノ
ー
ト
の
『
伝
承
史
』
研
究

は
民
数
記
と
申
命
記
並
び
に
ヨ
シ
ュ
ア
記
の
対
応
を
二
次
的
付
加

と
捉
え
、
事
実
上
「
四
書
」
と
す
る
も
の
で
、
そ
の
後
多
く
の
支

持
を
得
て
い
る
が
、
他
方
、
今
日
批
判
も
ま
た
多
々
存
在
す
る
。

山
我
氏
は
こ
う
し
た
多
様
な
批
判
や
修
正
を
類
型
的
に
ま
と
め
て

く
れ
て
い
る
（
四
六
一
…
四
六
二
頁
）
。
最
後
に
文
書
問
題
の
現

況
を
し
て
、
モ
ー
セ
混
書
成
立
に
関
わ
る
問
題
は
議
論
こ
そ
多
か

れ
、
解
決
に
は
な
お
程
遠
い
と
結
ぶ
と
こ
ろ
に
文
献
学
者
と
し
て

の
良
識
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

　
著
者
渾
身
の
労
作
で
あ
る
。
翻
訳
と
脚
注
に
見
ら
れ
る
緻
密
な

分
析
、
学
問
的
兇
識
と
原
文
に
対
す
る
鋭
い
洞
察
力
に
敬
意
を
表

す
る
。
最
後
に
、
書
評
と
い
う
よ
り
、
本
書
の
紹
介
に
終
始
し
て

し
ま
っ
た
こ
と
を
ご
寛
恕
願
い
た
い
。

書

評

土
屋
　
博
著

　
　
『
教
典
に
な
っ
た
宗
教
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
北
海
道
大
学
図
書
刊
行
会
）

山
　
我
　
哲
　
雄

　
本
書
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
「
正
典
」
で
あ
る
新
約
聖
書
を
「
教

典
論
」
と
い
う
宗
教
学
的
問
題
設
定
の
中
で
扱
う
と
い
う
、
著
者

の
試
み
を
集
成
し
た
労
作
で
あ
る
。
著
者
に
よ
れ
ば
教
典
と
は
、

「
静
的
な
教
義
体
系
を
表
現
す
る
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
将
来

に
向
か
っ
て
動
的
に
〔
宗
教
集
団
の
〕
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
作

り
出
す
た
め
の
き
っ
か
け
と
な
る
」
（
七
頁
、
〔
〕
内
は
評
者
）

も
の
で
あ
り
、
教
典
論
の
課
題
は
、
「
教
典
に
書
き
記
さ
れ
た
教

説
・
思
想
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
を
考
察
す
る
だ
け
で

な
く
、
そ
の
よ
う
な
教
説
・
思
想
あ
る
い
は
教
典
そ
の
も
の
が
ど

の
よ
う
に
受
容
さ
れ
、
実
際
の
宗
教
生
活
の
中
で
ど
の
よ
う
に
用

い
ら
れ
て
い
っ
た
か
を
明
ら
か
に
す
る
」
（
四
頁
）
こ
と
で
あ
る
。
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